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本学の対面授業への取り組み 
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和 2 年度以降、我が国の多くの大学が通学を

伴わない遠隔方式の授業を行うこととなりました。本学においても同様に行政の感染症対策指

針に従って遠隔授業を行ってまいりました。しかし、本学は、可能な限り対面授業を実施する

方針を立て、行政からの要請が緩和された時期については、都度、状況を確認しながら対面

授業を実施してきました。そして、令和 3年 10月 4日以降は、受講人数の多い一部の授業を

除き、ほとんどの授業を対面方式で行っております。 

新型コロナウイルス感染については、今後も予断を許さない状況に変わりはありませんが、

ワクチンの大学拠点接種も完了し、感染状況も落ち着いていることから、これまでを振り返り、

現時点までの対面授業実施率をまとめました。令和 2 年度から 3 年度の対面授業実施状況

について、以下のとおりご報告申し上げます。 

 

1. 令和 2年度から 3年度の各学期の対面授業実施率 

学期 対面率 備    考 

令和 2年度前期 0％～1.1％ 1.1％は、スクーリングの対面授業を加えた場合 

令和 2年度後期 46.7％  

令和 3年度前期 53.3％  

令和 3年度後期 73％（推計値） 年度末まで対面授業を継続することを想定した率 

 

2. 対面授業実施期間における、学科別対面授業実施率 

 教養学科 英文学科 経済学科 

令和 2年度前期 0％ 0％ 0％ 

令和 2年度後期 87％ 79％ 91.7％ 

令和 3年度前期 83.3％ 80％ 85.3％ 

令和 3年度後期 89.1% 90.9％ 95.8％ 

※令和 3年度前期は、基礎教養系科目（大人数授業科目）が多く、履修者数が一定以上を超える

授業を遠隔方式とした結果の数値 

※令和 3年度後期は、年度末まで対面授業を継続することを想定した率 

 

  本学は短期大学の設置基準を大きく上回る校舎を有するため、新型コロナ感染症対策のた

め教室の収容人数を減らしても、9割の授業を対面実施可能です。また、短大二年間でほとん

どが遠隔授業という一部報道は、行政による要請の時期を除き、安全を確保しつつ、この二年

間で 5 割弱の対面授業を実施してきた本学にはあてはまりません。短大進学を考えている受

験生や保護者の方にも、このことを是非知っていただきたいと思います。 

以上 


